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か
う
い
ふ
標
題
で
、
最
近
の
ヌ
ウ
ヴ
ェ
ル
・
リ
テ
レ
エ
ル
は
、
リ
ュ
シ
ア

ン
・
デ
カ
ア
ヴ
の
興
味
あ
る
調
査
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
別
に
結
論
ら
し
い
結
論

も
な
い
か
ら
、
面
白
い
「
事
実
」
だ
け
を
拾
つ
て
み
る
。

　
モ
オ
リ
ス
・
バ
レ
ス
は
一
八
八
四
年
、
「    

墨        

痕    

タ
ア
シ
ュ
・
ダ
ン
ク
ル
」
と
い
ふ
文
芸

雑
誌
を
出
し
た
が
、
そ
の
創
刊
号
に
次
の
如
き
宣
言
を
書
い
た
。

「
こ
の
雑
誌
は
文
芸
雑
誌
で
あ
る
か
ら
、
滅
多
に
演
劇
に
関
す
る
記
事
は
載

せ
な
い
つ
も
り
だ
」

　
十
年
後
、
彼
は
、
「
議
会
の
一
日
」
と
い
ふ
一
幕
物
を
書
い
て
ア
ン
ト
ワ

ア
ヌ
の
自
由
劇
場
に
持
ち
込
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
戯
曲
を
単
行
本
に
し
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て
出
す
時
、
そ
の
序
文
で
、
彼
は
、
再
び
戯
曲
に
筆
を
染
め
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
ぬ
と
告
白
し
、
ヴ
ィ
ニ
イ
が
「
舞
台
の
芸
術
く
ら
ゐ
狭
い
芸
術
は
な
い
。

し
か
も
あ
ら
ゆ
る
拘
束
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
云
つ
た
言
葉
を
引
い

て
、
そ
れ
と
な
く
芝
居
は
苦
手
だ
と
い
ふ
顔
を
し
て
見
せ
た
。

　
シ
ャ
ト
オ
ブ
リ
ヤ
ン
に
は
、
「
モ
イ
ズ
」
と
い
ふ
詩
劇
が
あ
る
が
、
一
度

も
上
演
さ
れ
な
か
つ
た
。

　
バ
ル
ベ
エ
・
ド
オ
ル
ヴ
ィ
リ
イ
は
、
芝
居
に
縁
の
な
い
作
家
の
一
人
で
あ

る
が
、
戯
曲
の
こ
と
を
か
う
書
い
て
ゐ
る
。

「
乞
食
芸
術
で
あ
る
。
誰
彼
と
な
く
手
を
差
し
出
す
　
　
劇
場
主
に
、
背
景
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画
家
に
、
衣
裳
係
に
、
俳
優
に
…
…
。
そ
し
て
、
何
れ
の
時
代
に
於
て
も
、

大
衆
の
頭
と
同
じ
水
準
に
自
分
を
お
く
こ
と
に
の
み
汲
々
と
し
て
ゐ
る
。
そ

れ
は
、
大
衆
に
支
へ
ら
れ
て
生
き
、
大
衆
に
向
つ
て
呼
び
か
け
る
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
」
。
彼
は
な
ほ
云
ふ
。
「
人
類
の
総
て
の
愚
劣
さ
の
な
か
に
あ
つ

て
、
劇
文
学
の
み
は
最
も
結
構
な
愚
劣
さ
な
の
だ
ら
う
か
」

　
大
作
家
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
う
ち
で
、
芝
居
に
手
を
つ
け
な
い
人
は
少
い
。

ラ
マ
ル
チ
ィ
ヌ
、
ミ
シ
ュ
レ
、
テ
エ
ヌ
、
な
ど
は
芝
居
に
関
係
が
な
い
ら
し

い
。

　
ア
ミ
ア
ン
の
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
あ
る
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
遺
稿
の
中
か

5



ら
、
韻
文
劇
「
イ
デ
オ
ル
ス
或
は
マ
ノ
エ
ル
」
の
草
案
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
プ
ラ
ロ
ン
と
い
ふ
無
名
の
協
力
者
と
合
作
を
す
る
筈
だ
つ
た
ら
し
い
。

　
三
年
前
に
、
エ
ド
ガ
ア
・
ポ
オ
の
未
完
成
の
ド
ラ
マ
が
、
出
版
さ
れ
た
。

モ
ル
ガ
ン
図
書
館
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
断
片
的
な
草
稿
で
あ
る
が
、

ポ
オ
の
劇
作
家
的
天
分
を
知
ら
し
め
る
と
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

　
ル
ナ
ン
も
一
時
芝
居
に
食
指
を
動
か
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
八
八
六
年
、

ヴ
ィ
ク
ト
オ
ル
・
ユ
ゴ
オ
の
誕
生
日
に
、
「
千
八
百
〇
二
年
」
と
題
す
る
対

話
劇
を
コ
メ
デ
ィ
イ
・
フ
ラ
ン
セ
エ
ズ
で
上
演
さ
せ
て
ゐ
る
。

　
こ
れ
は
、
死
者
の
対
話
で
あ
つ
て
、
死
者
と
は
即
ち
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
、
ラ
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シ
イ
ヌ
、
ボ
ア
ロ
オ
、
ヴ
ォ
ル
テ
エ
ル
、
デ
ィ
ド
ロ
の
面
々
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
ま
た
、
「
哲
学
劇
」
数
篇
を
物
し
て
ゐ
る
が
、
ル
ナ
ン
自
ら
、

「
上
演
の
意
図
毛
頭
こ
れ
な
し
」
と
云
つ
て
ゐ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
ラ
・
デ

ュ
ウ
ゼ
が
、
そ
の
う
ち
の
一
篇
「
ジ
ュ
ア
ア
ル
の
尼
院
長
」
を
伊
太
利
で
舞

台
に
か
け
た
。

　
ア
ン
ト
ワ
ア
ヌ
も
、
自
由
劇
場
の
上
演
目
録
中
に
こ
れ
を
加
へ
よ
う
と
思

つ
て
、
ル
ナ
ン
に
許
を
乞
ふ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ル
ナ
ン
の
返
事
は
「
ユ
ゴ
オ

の
誕
生
日
に
一
寸
し
た
思
ひ
つ
き
を
や
つ
て
み
た
の
だ
が
、
そ
の
経
験
に
よ

る
と
、
自
分
の
書
く
や
う
な
仏
蘭
西
語
は
、
ど
う
も
役
者
が
覚
え
に
く
い
ら

し
い
か
ら
」
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。
で
も
、
兎
に
角
と
い
ふ
話
に
な
る
と
、

ル
ナ
ン
は
、
ア
ン
ト
ワ
ア
ヌ
に
、
そ
れ
で
は
、
主
人
公
ジ
ュ
リ
イ
の
役
を
誰
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が
や
る
。
心
当
り
が
あ
る
か
と
問
ふ
た
。
ア
ン
ト
ワ
ア
ヌ
は
早
速
サ
ラ
・
ベ

ル
ナ
ア
ル
の
と
こ
ろ
へ
駈
け
つ
け
た
。
そ
し
て
、
ラ
・
デ
ュ
ウ
ゼ
が
演
つ
た

役
だ
と
話
す
と
、
サ
ラ
は
傍
ら
の
侍
女
を
顧
み
て
、
「
お
前
、
ラ
・
デ
ュ
ウ

ゼ
つ
て
女
を
知
つ
て
る
か
い
」
と
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
侍
女
の
答
は
か
う

で
あ
つ
た
。
「
は
い
、
存
じ
を
り
ま
す
。
で
も
、
い
い
加
減
な
も
ん
で
ご
ざ

い
ま
す
よ
」

　
そ
こ
で
、
「
ジ
ュ
ア
ア
ル
の
尼
院
長
」
は
自
由
劇
場
の
上
演
目
録
か
ら
消

え
失
せ
た
次
第
で
あ
る
。

　
一
八
〇
四
年
頃
は
ス
タ
ン
ダ
ア
ル
に
と
つ
て
、
芝
居
で
な
け
れ
ば
夜
が
明

け
ぬ
時
代
だ
つ
た
。
彼
は
、
い
ろ
い
ろ
な
脚
本
の
プ
ラ
ン
を
樹
て
た
。
悲
劇
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二
つ
、
浪
漫
劇
一
つ
、
オ
ペ
ラ
一
つ
、
喜
劇
数
種
、
そ
の
な
か
で
、
韻
文
の

喜
劇
一
つ
は
書
き
か
け
て
完
成
し
な
か
つ
た
が
、
標
題
を
初
め
「
ル
テ
リ
エ

家
の
人
々
」
と
し
、
次
に
「
二
人
の
男
」
と
変
へ
、
更
に
「
果
報
」
と
改
め

た
。
彼
は
金
の
い
る
時
代
だ
つ
た
。
二
十
一
歳
の
遊
蕩
児
で
あ
る
。
国
立
劇

場
に
脚
本
を
売
り
込
む
算
段
を
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
後
年
、
そ
の
天

職
を
他
の
形
式
に
見
出
し
た
。
損
は
し
て
ゐ
な
い
筈
だ
。

　
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
の
劇
文
学
侵
入
が
、
無
残
な
結
果
を
生
ん
だ
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
喜
劇
「
候
補
者
」
、
夢
幻
劇
「
心
の
城
」
は
「
ボ
　ヷ
リ
イ

夫
人
」
の
足
も
と
に
も
及
ば
な
い
。
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ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
も
、
リ
ラ
ダ
ン
も
舞
台
で
は
失
敗
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
レ
エ

ヌ
の
韻
文
狂
言
「
お
互
に
」
は
、
ポ
オ
ル
・
フ
ォ
オ
ル
の
肝
入
り
で
ゴ
オ
ギ

ャ
ン
後
援
の
た
め
に
催
さ
れ
た
慈
善
興
行
の
上
演
目
録
に
加
へ
ら
れ
た
。
そ

れ
か
ら
「
オ
オ
バ
ン
夫
人
」
と
い
ふ
戯
曲
の
草
稿
が
遺
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
附

け
加
へ
よ
う
。

　
リ
ラ
ダ
ン
の
戯
曲
「
新
世
界
」
は
、
一
八
七
五
年
、
亜
米
利
加
独
立
記
念

賞
金
を
受
け
た
こ
と
で
有
名
に
な
つ
た
。
ア
ン
ト
ワ
ア
ヌ
が
、
自
由
劇
場
で

「
脱
走
」
一
幕
を
上
演
し
た
こ
と
も
記
録
に
遺
つ
て
ゐ
る
。
ゴ
ン
ク
ウ
ル
の

「
教
姉
フ
ィ
ロ
メ
エ
ヌ
」
と
同
時
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
「
反
逆
」
と
い
ふ

の
は
デ
ュ
マ
・
フ
ィ
ス
に
デ
デ
ィ
ケ
エ
ト
さ
れ
た
脚
本
で
、
こ
れ
も
デ
ュ
マ

の
骨
折
り
で
脚
光
を
見
た
筈
で
あ
る
。
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ル
コ
ン
ト
・
ド
・
リ
イ
ル
、
ヴ
ェ
ル
ハ
ア
レ
ン
、
ロ
デ
ン
バ
ッ
ハ
、
サ
マ

ン
な
ど
詩
人
た
ち
の
戯
曲
は
、
何
れ
も
一
時
的
の
評
判
を
と
つ
た
だ
け
で
あ

る
。

　
ロ
チ
イ
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
、
ジ
イ
ド
、
ボ
ル
ド
オ
な
ど
の
小
説
家
も
戯
曲

を
書
い
た
が
、
こ
れ
も
余
技
の
程
度
を
出
な
い
。

　
詩
人
に
し
て
小
説
家
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
は
ブ
ウ
ル
ジ
ェ
と
共
に
自

作
の
小
説
を
脚
色
し
て
ゐ
る
が
、
若
い
頃
、
「
ピ
エ
ロ
の
化
身
」
と
い
ふ
韻

文
劇
一
幕
を
書
い
た
こ
と
を
世
人
は
大
方
忘
れ
て
ゐ
る
。
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新
し
い
時
代
の
有
名
な
作
家
中
、
タ
ロ
オ
兄
弟
、
ア
ン
ド
レ
・
モ
オ
ロ
ア
、

ポ
オ
ル
・
モ
オ
ラ
ン
、
モ
オ
リ
ヤ
ッ
ク
な
ど
は
、
揃
ひ
も
揃
つ
て
、
芝
居
に

仏
頂
面
を
向
け
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
立
て
ま
じ
き
は
誓
ひ
で
あ
る
。
現
に
、

近
頃
ま
で
木
石
と
見
え
た
ア
ル
ヌ
ウ
が
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
道
の
味
を
解
し
出

し
た
。
（
一
九
二
九
・
五
）
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